
平成30年度 まちづくり活動助成

「まち“夢”工事部門」 公開選考会 レポート

日時

会場 名古屋都市センター 11階 ホール

平成30年6月23日(土) 13時15分～16時20分

平成30年度のまちづくり活動助成「まち“夢”工事部門」を受ける団体の選考する

公開選考会が行われ、書類審査を通過した５団体による提案発表が行われました。

名古屋都市センター参事の挨拶、会の進行についての説明のあと、選考する「まちづくり基金運

用委員会」の委員を紹介しました。

特定非営利活動法人
岡崎まち育てセンター・りた
事務局次長

三矢 勝司 副委員長

公益社団法人名古屋
青年会議所 監事

鈴木 和貴 委員

パブリック・ハーツ株式会社
代表取締役

水谷 香織 委員

名古屋市住宅都市局
都市計画部長

中薗 昭彦 委員

まちづくり基金運用委員会 委員
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◆ 開会・委員紹介

「まち“夢”工事部門」応募団体

・ 黄金4422BLDG.

・ ふるさと徳重まちづくり会

・ こども能楽教室保護者の会

・ 特定非営利活動法人 くれよんBOX

・ 一般社団法人 メゾンドファミーユ

なお、石松丈佳委員長は、体調不良のため欠席となりました。



助成金額：１００万円以内 （予算総額１００万円）

まち“夢”工事部門は地域の特性や資源を活かし、地域に必要な「施設」を「自分たちでつくる活動」の、工事
にかかる費用に対して助成します。

１次審査の進め方：各団体の発表時間は7分間です。発表の後は、 7分間の持ち時間で、委員からの

質疑に対し答えていただきました。
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◆ 「まち“夢”工事部門」の助成金額と概要

◆ １次審査：団体による提案発表と質疑応答

2. ふるさと徳重まちづくり会

●提案名：壁画アートプロジェクト－癒し空間づくり－

【提案内容】

ふるさと徳重まちづくりの会は、住んでいる人たちが明るく楽しく朗らかに住み続けるために活動をして

います。昨年、都市センターの助成を受け、徳重を題材にしたCDを作り、仲間づくりが活性化しました。

さらなる活動は何？と団体メンバーで考えた時に、扇川緑道の新徳重橋下のトンネル空間は落書き

が消しては描かれ・・・の繰り返し状態でした。落書きを防止する解決のためには、明るく楽しく、地域の

子どもたちが発想し絵を描くことで、この場所が、綺麗になれば、安心して通れるようになり、ウォークラ

リーなどの地域のイベントで高架下を利用するなども考えられ、将来的には、壁画アートの名所になり、

子どもたちも町を愛してくれることになり、町の人たちの癒しの空間にしたい。との提案でした。

1. 黄金4422BLDG. （ｺｶﾞﾈﾖﾝﾖﾝﾆｲﾆｲﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ）

●提案名：地域住人との屋外コミュニケーションスペース設置の提案

【提案内容】

地域住人は高齢者が50％以上で、活気がない。そんな地域にある黄金4422ビルに集まるのは、

逆に若者がほとんどで近隣に対し簡単な手助けはできたが、もっとできることはないかと思い、そこで

このビルを若者と高齢者が交流するプラットホームとして改良していこうと考えました。行う工事は5つ。

① オーニングの設置－暑い時も涼しく。 ② ピザ窯－素材の耐火煉瓦から作成しイベントを行う。

③ 折り畳みイスとテーブル－地域に開放しゆっくりできる。 ④ 街路灯の設置－暗い夜でも安心。

⑤ 防音壁－近隣への迷惑を軽減し、黒板塗装仕上げで掲示板や子どもの落書き遊びに使える。

ボランティアとゴミの片づけから始め、建築系の学生と協働し改装してきたこのビルのエントランスにセル

フビルドでコミュニケーションスペースを作り、アートやダンスを行う若者と地域の高齢者の交流の場にした

い。地域が楽しめる娯楽（食のイベントや健康体操の実施）の提供をしたいとの提案でした。

• 1次審査は、団体の代表者による提案発表（プレゼンテーション）と、委員からの質疑応答で審査をします。

• 2次審査は、最初の質疑応答で聞けなかったことや、さらに確認したい事についての質疑を行います。

• それぞれの審査を踏まえ、「選考にあたって重視する点」の4項目、①必要性、②実現性、③発展性、④活動実績と

主体性についてそれぞれ「0点から3点」の4段階で採点し、投票した委員の平均点を出し、最も高かった団体に助

成金が交付されます。

公正を期するため、また、各団体の活動をより多くの人に知ってもらうため公開としています。

事務局から選考の進め方、選考方法について選考プログラムに沿って説明しました。

◆ 選考の進め方について



3

4. 特定非営利活動法人 くれよんBOX

●提案名：みんなの心をつなぐ陸上の橋をかけよう

【提案内容】

くれよんBOXは、障害を持つ人や施設の利用者と、地域の人々との交流をより目指しています。

施設の庭は、道路から眺めると現状では、「あちら側」と「こちら側」という感じになり、十分に交流が出

来ていません。

その心理的な境目を縮めるためにも施設側から、車いすで載ることができるようなしっかりした「ウッドデッ

キ(陸上の橋)」を作り、施設と道路の境との距離を縮める、縁側的な存在になって、健常者の方と、施

設の利用者との心理的な距離も縮められたらいいなと考えています。

ウッドデッキは、現在は週末のみに営業しているコミュニティカフェ(クレヨンカフェ)としても、天気のいい日に

はオープンカフェにしたり、イベントのステージとして外とのつながりを作りたい。との提案でした。

3. こども能楽教室保護者の会

●提案名：中村の認定地域建造物資産、これからもずっと大切に大活用計画！

【提案内容】

こども能楽教室では、子どもたちに、この場所で能楽を無償で教えており、その建物は、特定認定登

録文化財として認定されており、高齢者サロンもやっている。「町や文化を守ろう」この思いに賛同する

人が、予想外に増えて能楽教室やイベントを行うと廊下にまで人があふれてしまうことが多くなりました。

これからも訪れる人たちが、一人でも多く思いを共有する場所、伝統文化に触れる場所としてこの場所

を守り続けるためにも、土間・駐輪場となっているスペースを増床し部屋にすることで、伝統文化を守る

活動、地域の交流の場として活性化させたい。との提案でした。

5. 一般社団法人 メゾンドファミーユ

●提案名：困難を抱えた若者とペットが“活躍できる”まちづくり事業

【提案内容】

メゾンドファミーユは、動物の愛護（殺処分ゼロ）と若者（引きこもりや非行防止）と、さらには人口

の高齢化問題とを合わせることで、社会問題を解決するために活動しています。

現在、ネコカフェとして飼えなくなったペットの里親探しの活動拠点としているビルの2階部分が空いたの

で、床面壁面のリノベーション工事を行い、高齢の飼い主から預かったペット達の一時的な預かり場を

整備し、心のケアにつながるペット達を預かる事を仕事として、非行や、引きこもりなど社会問題となって

いる若者の就労につなげていきたい。との提案でした。

２次審査の進め方：団体に対して、１次審査の質疑応答で聞き足りなかったことなど、委員か
らの追加の質疑と、団体の代表者による応答を行いました。

◆ ２次審査：追加の質疑応答
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２次審査を終えて、「選考にあたって重視する点」の4項目に

ついての、最終投票が行われ、選考結果を三矢副委員長より発表

していただきました。

投票の結果、黄金4422BLDG.が、委員の平均点が最も高

く、助成交付団体に選ばれました。（投票結果は以下のとおり）

◆ 選考結果の公表

すべての選考を通して、三矢副委員長が講評を述べられました。

講評：三矢副委員長

◆ 副委員長による講評

ご発表いただいた団体の皆さん、今日はお疲れ様でした。すべての団体の皆さんに共通して

いたのは、提案により地域の課題を解決しよう、町の人との交流の輪、地域への関りを拡げ、

深めようとする気持ちであったと思います。

残念ながら、今回選考されなかった団体のみなさんの提案は、提案の工事や施設が限定的

な使い方であった、地域にもたらす「発展」が見えづらい、「必要性」が弱く感じられた、そういっ

た点で評価が低くなりました。

また、活動自体は社会的には意義があるが、わが町、地域の課題や問題として、もう少し深

堀すると良いと思われるものもありました。

選考された団体「黄金4422BLDG.」の評価が高かったポイントは、すでに地域のために町の住民の困りごとの解決の活動がされており、

提案の工事と活動により、これからも地域のニーズに重なっていこうという意識が感じられた点です。

さらに、アートやダンスの活動によって地域にかける迷惑への配慮を行う、地域の人も利用できる活動を行うなど、トータルな意味でまちの

課題にきちんと向き合い、高齢化してきている地域の課題解決のために「まち“夢”工事部門」のお金を使い、自分たちで工事をするという

提案に、説得力があり、高い評価を得ました。

言い換えると、若いアーティストの方々が、ご年配が多いまちや地域に入り、溶け込むことで多世代が混在するソーシャルミックスの実現が

この提案には含まれていると思います。今回のご提案を是非形にしていただき、発展していただけることを願っています。



◆ 「“スタートアップ”部門」 結果公表と助成の概要

◆ おわり

16：20に全てのプログラムを終了し、閉会となりました。

参加された方のアンケートには、「他団体の方々の視点は参考になるものが多く今後の活動に役立て

たい」、「助成の趣旨に合ったものをプレゼンで提案し、委員の質問にもしっかりと答えることが重

要だと感じました」という意見がありました。

まち“夢”工事部門は、今年度限りのため、公開での選考も最後となりますが

「まちづくり活動助成」は、活動団体の方が利用しやすい制度となるように

するとともに、まちを良くする活動に助成していきたいと考えています。
まちづくり活動助成金を
活用し、魅力的なまち
づくりが進むことを期待
しています。

まちづくり活動助成、“はじめの一歩”部門がリニューアルし、「“スタートアップ”部門」として、最大3回まで受けられることになりました。

今年度、5 団体から応募があり、事前の書類選考の結果5 団体すべてに助成金の交付が決定し、選考会の中で公表されました。

初期段階の活動は、最初はうまくいかない場合もあると思いますが、この助成を活用して行われる皆様の活動と、ご活躍に期待したいと

思います。（都市センター 高山調査課長より公表）

交付決定団体 活動地域
まちづくり活動名
活動趣旨・目的

活動内容

Varifran (ヴァーリフラン) 中区を予定
親子プログラミング体験ミニ講座
プログラミングを通じ、地域の子どもを地域
の大人たちが育てるコミュニティづくり。

小学生親子に向けたプログラミ
ングの体験ができるミニ講座の
開講。

大門 (おおもん) まちづくり
友の会

中村区
大門地区

わが街大門(おおもん)を愛でて、魅力を
発信しよう！
世代間の繋がりを作り、安心して暮らせるま
ちづくりをすることと歴史ある街の魅力を地

域外に発信する。

歴史旧跡が点在している街の雰
囲気を知ってもらうための、浴衣
でのまち歩きと浴衣コンテストの
開催。

ほっこり公園
中区納屋橋
堀川沿い

ほっこりまち祭り
いごこちよい空間をつくることで人が集まれ
る空間を作り、町の賑わいづくりにつなげる。

納屋橋周辺の賑わいづくりのた
めに、マルシェや映画上映会、
ワークショップを開催。

植田東学区連絡協議会
環境部会

天白区植田
東学区内

植田東学区の名所を憩いの場にしたい
美化啓発、安全性の向上を図る活動で、学
区内の住民が安心、快適に暮らせる環境づ
くり。

桜の名所の天白川沿い歩道の
美化活動の実施。
・住民参加のゴミ拾い。
・中学生による啓蒙看板製作。
・交通量、照度の調査

水辺とまちの入り口研究所

中区堀川及
び沿岸
(納屋橋～
朝日橋)

堀川デザインコード研究会
堀川の魅力を明らかにするため「堀川らしさ」
を説明できる資料を作成し、ナゴヤの水辺の
魅力発信の好事例を目指す。

他地域の事例や、堀川らしい歴
史性を保った魅力資源・空間構
成についての資料を作成し、専
門家・地域関係者の評価を受け
てパンフレットを作成。

助成金額：初回５万円以内 （２回目、３回目：１０万円以内）

助成の概要：これから「まちづくり活動」を始めるグループや活動初期の団体が、活動を実践し続けていくなか
で「まちづくり」に必要な知識を学んでいただき、仲間を増やしながら、地域に根差した活動を行う「地域のまちづ
くり団体」になることを期待して、最大3回まで助成を受けることができます。（選考は書類審査のみ）
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「黄金4422BLDG.」の工事、活動、イベントはこちら

https://www.facebook.com/Kogane4422/


